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拝啓 

 

  秋涼の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

  さて、私どもは第 7 期プロジェクトを立ち上げ、新体制となり、気持も新たに活動に取り組んで 

おります。 

この度、書面での報告となり大変恐縮ではありますが、第 7 期活動開始報告書を御献上したいと思 

い、このような会報を作成いたしました。 

是非御覧になって頂ければ、至極の極みでございます。 

今後ともよろしく御指導御鞭撻の程、謹んで御願申し上げます。 

まずは略儀ながら、書中をもちまして御挨拶申し上げます。 

 

 

敬具 
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１．第 7 期活動開始に伴い 
 

 

ⅰ）プロジェクトリーダー挨拶 

  佐藤 渉 

はじめまして、この度第 7 期 TUS Formula Racing プロジェクトリーダーを務めさせて

させていただくことになりました、機械工学科 2 年の佐藤渉です。1 年間メリハリのある明

るいチーム作りを心がけていきたいと思います。宜しくお願い申し上げます。第７期では第

6 期コンセプトである”PASS”を引き継ぎ、「走る」、「曲がる」、「止まる」マシンを目指して

製作を行っていきます。また、今期は「自動車技術会長賞の獲得」、「ジャンプアップ賞の獲

得」を目指して活動していきます。今期は第 6 期経験者が多く残り、非常に活動しやすい環

境となっております。第 6 期の反省点を全て改善できるよう努めていきたく思います。メン

バー一同、知識も経験も財源も上位チームと比べ不十分ではありますが、前期プロジェクト

の成功や失敗を生かし、チーム一丸となってマシン製作に取り組み、限られた環境の中で最

高の結果を出せる様努力してまいりますので、今後とも温かいご支援を賜ります様宜しくお

願い致します。 

 

 

ⅱ）プロジェクトサブリーダー挨拶 

 

幸坂 博史 

プロジェクトのサブリーダー兼フレーム班をやることになりました幸坂です。第 6 期では

フレーム班をやっておりました。第 6 期のリーダーは仕事量がとても多くなってしまったの

で、今年はリーダーに仕事が大量にいかないようにリーダーを支えていきたいです。また、

第 6 期ではフレームの完成が予定日よりかなり遅れてしまい、他のパーツも遅れてしまった

ので、今期は早めにフレームを完成させたいと思っています。6 期において、フレームの設

計・製作が遅れてしまったのはサークルの現役生の中に上級生がほとんどいない状態だった

ことも一因です。今年は 2 年生がたくさんいるので、早く完成させることができるようにし

たいと思っています。宜しくお願い致します。 
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 堀越 元裕 

今回 TUSFR の副リーダーになりました堀越元裕です。第 5 期ではカウル製作、第 6 期

では冷却系の設計・製作を致しました。カウル、エンジン系の製作をした経験から、もう一

人の副リーダーである幸坂とチーム全体をカバーしていこうと思います。 

個人的な仕事としては、今期も冷却系の設計・製作に携わり、カウル製作も行います。 

3 年間の集大成となるように経験を活かし全力で取り組もうと思います。 

ところで、近年私達のチームは大会で十分な結果を残せておらず、去年に至っては出走す

ら果たすことができませんでした。スポンサー様方のご支援に応えることが出来ずにチーム

一同大変申し訳なく思っております。 

 そして、その原因として車両の完成時期が他の大学に比べ極端に遅れていることが挙げら

れます。技術不足もさることながら、調整も不十分で信頼性にも不安が残ったマシンでの出

走を余儀なくされ、結果トラブルでリタイヤしデータも得られずに次期の設計もできない、

という悪循環に陥ってしまいました。 

 今期は前期のマシンを走行させるための調整と、同時並行で今期の設計も行っております。

また、今期のマシンはやさしいマシンをコンセプトに製作性、信頼性を重視し、早い段階で

のシェイクダウンを目指したいと思います。作業量としては大変厳しいものになりますが、

今期こそ全種目完走を目指し一致団結して製作してまいりますので、これからもご支援をよ

ろしくお願いいたします。 

 

 

 

～サブリーダー増員の狙い～ 

 

第 7 期のプロジェクトを開始するにあたり、第 6 期のプロジェクトを振り返ると、プロジ

ェクトリーダーへの負担が大きい事が一つの問題でした。 

そのため、第 7 期ではサブリーダーを 2 人に増やし、リーダーの負担を軽減できる体制を

とりました。 

また、この狙いとしては、客観的にチームを見渡せる人間が増えることで、チーム運営もス

ムーズになると考えました。 
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ⅱ）FA について 

第 7 回大会に引き続きファカルティアドバイザー（以下 FA）を務めて下さった川口靖夫先生が今後も

FA を務めて頂く事になりました。簡単ではありますが、ご紹介させて頂きます。 

 

東京理科大学 理工学部機械工学科 流体機能研究室 

研究室 HP：http://www.rs.noda.tus.ac.jp/~fflab/ 

 

川口 靖夫 教授 

 

1956 年 1 月生まれ。 

1983 年京都大学 工学研究科 機械工学専攻博士課程 

  単位修得満期退学 

 

 専攻分野：流体のもつ機能の研究 

研究分野：流体力学／熱工学／レー

ザー利用計測 水や空気のような流体

のもつ機能（流れる、伝える、運ぶ）を軸に、基礎理論と実用機器

とを双方向的につなぐ研究をしています。 

 

 

学生さんに科目を型どおり教えることはできるのですが、意欲を受け付けることははるかに難しいこと

です。自分から困難に立ち向かう学生でないと、よく学ぶことはできません。最近そういう学生が尐な

いと嘆く論調もありますが、フォーミュラーレーシングチームには、頼まれてもいないのに困難を買っ

て出てくる学生さんがこんなに集まっています。 

 

昨年（６期）のチームは高望みせず、もの作りのインフラを整えるところから始めて確実に歩むという

戦略をとりました。この戦略は成功して、いくつかの点で見違えるような成果がありました。しかし今

年の大会では学生さん達の奮闘もむなしく、成績は下位に留まりました。チームはこの苦い経験から新

しく出発しようとしています。 

７期のチームは、人数もメンバーそれぞれの技量も６期より拡大しています。このマンパワーをうまく

活かして、今後も理科大チームの良さをなくさず、より高度な技術を吸収しながら進んでいけるように

見守っていくつもりです。 

 

フォーミュラーレーシングは学生さん達の自主性に基づいて行われる活動ですが、プロジェクトとは

支援してくださる企業の方々・OB・先生方の応援やアドバイス・技術指導の中で育つものです。学生さ

ん達も進んで責任を負い、もの作りを完成させ、成果を報告する活動を通じ成長するものと期待してい

ます。これからも変わらぬご支援をお願いいたします。  

http://www.rs.noda.tus.ac.jp/~fflab/


 

6 

 

２．チーム体制 
 

ⅰ）第 7 期 チーム目標 

 第 7 期活動コンセプト 

 

 

 

 

 

 

 

 

「PASS」の 3 つの意味 

１．通り過ぎる  → 今期を終着点とせず、来期を視野に入れた活動を目指す 

２．合格する  → 車検、静的、動的審査をしっかり「pass」することを目指す 

３．無理しない  → 無謀な挑戦をせず、堅実なマシン作製を目指す 

 

第 7 期活動目標 

日本自動車工業会会長賞の獲得（全静的、動的審査への参加、完遂、完走） 

＆ 

  ジャンプアップ賞の獲得（すべての競技に参加して全大会比で最もポイントをアップさせたチーム） 

 

チームコンセプトについて 

 

今回、第 6 期同様に、このコンセプトを採用した狙いは、7 期は経験を形にできる年だか

らです。 

第 7 期メンバーは第 6 期とは違い、2 年目のメンバーが多く、6 期で多くの経験を積んだ

メンバーです。6 期は今期の活動を念頭において活動してきたために、コンセプトにもある

ように、過去の経験を制作に繋げられるように、活動していきたいと考えています。 

また、7 期はメンバーも多く、特に 1 年目の部員が多くいます。そのため、自分たちが培

った経験をいかに伝えられるのかも今期の課題だと考えています。 

PASS ～過去から学び 
               未来へ繋げるマシン造り～ 
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ⅱ）第７期メンバー  

  

 プロジェクトリーダー    佐藤 渉    理 工 学 部 機 械 工 学 科 

                              

プロジェクトサブリーダー  幸坂 博史   理 工 学 部 機 械 工 学 科 

堀越 元裕   理 工 学 部 機 械 工 学 科 

 

 マネージメント班      布施 宏樹   基礎工学部材料工学科 

               加古 裕之   理 工 学 部 建 築 工 学 科 

               中山 智裕   理 工 学 部 機 械 工 学 科  

               共田はづき   理 工 学 部 機 械 工 学 科  

 

パワートレイン班      北村 哲   理 工 学 部 機 械 工 学 科  

小西 智樹  理 工 学 部 機 械 工 学 科  

塚本 直也  理 工 学 部 機 械 工 学 科  

浅野 元晴  基礎工学部電子応用工学科  

新宮 拓也  基礎工学部電子応用工学科  

岩上 裕治  理 工 学 部 機 械 工 学 科  

歌原 達哉  理 工 学 部 機 械 工 学 科  

加藤 俊哉  理 工 学 部 機 械 工 学 科  

鶴崎 彰吾  理 工 学 部 機 械 工 学 科  

荒木 亮平  理 工 学 部 機 械 工 学 科  

 

 シャシー班         公塚 響   理 工 学 部 機 械 工 学 科  

渋谷 周一  理 工 学 部 機 械 工 学 科  

加藤 秀昌  理 工 学 部 機 械 工 学 科  

市野 雄麻  理 工 学 部 機 械 工 学 科  

大久保 雄大 理 工 学 部 機 械 工 学 科 

内藤 正起  理 工 学 部 機 械 工 学 科  

永椎 光   理 工 学 部 機 械 工 学 科  

林 貴也   理 工 学 部 機 械 工 学 科  

坂東 毅洋  理 工 学 部 機 械 工 学 科  

高口 拓己  理 工 学 部 物 理 学 科  

 

 

 カウル班          石田 淳之亮 理 工 学 部 機 械 工 学 科  

               野間 義弘  理 工 学 部 機 械 工 学 科  
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ⅲ）パート別挨拶 

 各パートを代表しまして、パートリーダーからご挨拶させていただきます。 

 

 

シャシーパート 

シャシー班リーダー 渋谷 周一 

 今期のフレームはシンプルにしようと思っています。なぜかというと、今私たちは大きな

飛躍を遂げるか、このまま軌道に乗れず下位チームのスパイラルを回り続けるのか、という

岐路にいるからです。大きな飛躍のためには、制作スピードの向上が必要です。つまり、制

作後のテストと改善が必要です。そのために、制作しやすく、かつ他のパーツの能力を最大

限引き出せるようなシンプルなフレームが必要です。これを実現し、結果を残したいと考え

ています。 

 

 

サスアーム班リーダー 加藤 秀昌 

 TUSFR は、去年、一昨年と２年間、エボリューションサスペンションを採用し、それを

我が校の特徴としてきました。しかし、それにとらわれすぎてか、他のことに意識がいかず

製作が遅くなり、マシンの完成が遅れ、満足にテスト走行ができていませんでした。もっと

言えば、テスト走行していないに等しい。よって今年はサスペンションを単純にし、製作を

速めてしっかり走りこもうと思っています。 

 

 

ペダル・ブレーキ班リーダー 公塚 響 

 6 期ではブレーキ系の設計ミスにより動的競技に出走することができませんでした。6 期

のこのトラブルの原因はマシン製作が大幅に遅れ、大会前に実際の走行テストができず、あ

らゆる問題を抱えながらも、対策できなかったことにあると考えています。6 期の悔しさ、

1 年間の失敗経験や反省を踏まえて、今期では、このようなことのないよう早い段階で一度

マシンを完成させて、走らせることで初期トラブルやその他発生した問題点を洗い出し、さ

らにはドライバーの訓練も積んだ上で大会に臨みたいと考えています。 
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パワートレインパート 

 

エンジン班リーダー 塚本 直也 

 我々エンジン班は、「基本に忠実」をコンセプトに、基本的に動作するパワートレインを

作り上げることを目指します。基本的であることは、ドライバーにとっても扱いやすいこと

を意味します。つまり、基本に忠実であることは、誰もが願う理想であるのです。そのコン

セプトを実現するには、難しい技術に挑戦するのではなく、幾度も走行試験を実施できるよ

うに早期にマシンを組み立てます。そして、今期こそ大会でマシンを完走させ、スポンサー

の皆様のご期待を裏切らないよう努力いたします。 

 

電装班リーダー 新宮 拓也 

 私は、弟 6 期の活動におよそ 4 か月間、尐しばかり携わったのですが、知識、技術、経験

とも不足している自分にとっては見聞き、制作することすべてが新鮮で有意義でした。また、

物造りの難しさ、完成した時の達成感を味わうことができるのはこのような活動を通じてか

らこそだと思いました。 

 今期は電装班全員が新入生ということで、経験が浅く、まだ右も左もわからない状況で至

らない点も多々あると思いますが、このようなことを胸に留め、先輩方から教わったことを

基にメンバーと一枚岩になって学生フォーミュラーの活動に取り組んでいこうと思います。 

 

 

ドラトレ班リーダー 小西 智樹  

 先月開催された大会で起こった車両トラブルの根本は、車両完成が大幅に遅れたことにあ

ります。原因は私どもの経験不足だと一言で表すこともできますが、設計手順、考慮すべき

要素の見落としによる設計ミス、必要な部品の把握と整理、発注の流れ、他の班との意思伝

達等、と見直すべきことは多様であり、現在それら 1 つ 1 つの対策を話し合って実践して

いこうという最中です。ドライブトレイン班として最減速比の検討や LSD のセッティング

等取り組みたいこともございますが、これらはシェイクダウン後の話であり、当班は早期の

シェイクダウンを第一に取り組んでまいります。 
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カウルパート 

 

カウル班リーダー 石田 淳之亮 

第６期ではカウル製作の難しさを学びましたが、経験不足もあったためか、日程調整や製

作過程等で改善すべき点も多く見られました。昨年で学んだことを活かしながら、しっかり

とした体制で第７期に臨みたいと思います。また、６期のカウルは大型化が目立ち、作業行

程が例年に比べ多くなったため、日程通りに作業を進めることができませんでした。第７期

のカウルは、コンパクトをコンセプトに設計及び製作を進めていきたいと考えています。 

よろしくお願いします。 

 

 

マネージメントパート 

 

マネージメント班リーダー 布施 宏樹 

 7 期では、今まで行ってきたマネージメント班の仕事以外にも多くのことにチャレンジし

たいと考えています。特に、このチームのマネージメント班は、全員が理系であり製作に関

してもそれぞれが多尐の知識があります。そのため、それを生かし、チーム運営以外にも制

作に関しても班と班との中間的な立場で、制作に関してもマネージメントが行えればいいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



 

11 

 

 

３．活動報告 
 

 第７期プロジェクトが始まりまして、ここまでの主な活動についてご報告させていただきます。 

ⅰ）部会 

  第 7 期も 6 期と同様に、毎週最低 1 回の部会を行っています。ここでは、そこで話合

われた 1 部をご紹介します。 

第 7 期を立ち上げるにあたり 6 期から改善しなくてはならないと考えたのは、大幅に遅れ

たシェイクダウンの時期でした。6 期においてシェイクダウンが遅れた最大の原因は経験不

足でした。そのため、パートリーダーからの挨拶にもあるように、各班で 6 期の経験を生か

した対策を考えました。 

この他には、製作環境の改善があります。6 期までも工具の整理などはある程度、行われて

いましたが、工具を探す時間など、無駄な時間が多尐ありました。 

そこで、本格的なマシン製作が開始する前にガレージの大掃除を行い、工具の整理や制作ス

ペースの拡大など、制作環境の向上に努めました。 

 

 

ⅱ）車両設計 

 

 第 7 期では、今期のマシン製作と並行して 6 期のマシンの走行データをとるために 6 期の

マシン製作も行っています。 

今期は、経験者の多いチームであり、人数も多いですが、取りかからなくてはならない課題

は多いので、6 期のようにシェイクダウン次期が遅れないように早い時期から気を引き締め

て活動しています。 

 

 

４．今後の予定 

 

11 月 理大祭（11/19(金)～21(日)）OB 会（11/27(土)～28(日)） 

12 月 サークル内イベント（下旬） 
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 ̧  

 

http://www.mf- matsumoto.co.jp/ 

 

 

http://www.keihin- corp.co.jp/ 

 

 

http://www.sankei- gk.co.jp/ 

 

 

http://www.honda.co.jp/ 

 

TRUE BLUE  

http://www.true- blue.co.jp/ 

 

WIRUS WIN  

http://wiruswin.com/ 

 

 

 

 

http://www.watanabekougyo.co.jp/ 

 

 ̧  

  

http://www.sakae- koukan.co.jp/ 

 

 

 ̧  

NTN   

http://www.ntn.co.jp/japan.indexhtml 

 

  

http://www.fcc - net.co.jp/ 

 

 

 

６、スポンサー様一覧 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ̧  

 

http://www.mscsoftware.co.jp/ 

 

 

http://www.hotfrog.jp/ 

 

R&D  

http://www.r- d.co.jp/ 

 

 

http://www.nissansp.co.jp/ 

 

 

http://www.nissinkogyo.co.jp/ 

 

 

http://www.yutakagiken.co.jp/index2.html/ 

 

RS  

http://www.rs- watanabe.co.jp/ 

 

  

http://www.jp.nsk.com/jp/index.html 

 

  

http://ww w.thk.com/jp/ 

 

  

http://www.shinseikiko.co.jp/ 
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 ̧  

 

http://www.kovax.com/ 

 

 

http://www.takatsu- mfg.co.jp/ 

 

 

http://www.hakeya.com/ 

 

 

http://www.kohshin- chem.co.jp/ 

 

  

http://www.shp.co.jp/ 

 

 

http://www.dowkakoh.co.jp/ 

 

 

http://www.ghcraft.com/ 

 

 

http://www.nissin- shoji.co.jp/group/ 

 

  

http://www.nip.co.jp/ 

 

 

http://www31.ocn.ne.jp/~ngf/ 

 

 

http://www.yuasa- r.com/ 

 

 

http://www.showa- aircraft.co.jp/ 

 

( )  

http://www.sportscars.co.jp/ 

 ̧  

 

http://www.cybernet.co.jp/ 

 

( )  

http://www.solidworks.co.jp/ 

 

  

http://www.jasc.or.jp/ 

 

 

http://www.nipponpaint.co.jp/ 

 

 SHOW UP  

http://www.nats.ac.jp/ 

 

  

http://www.techno- as.com/ 

 

  

http://jp.misumi- ec.com/ 

 

 ̧  

 

 

  

http://www.tus- koyokai.com/ 

 

 

http://www.nissan- global.com/JP/FORMULA/ 

 

HONDA  

http://www.honda.co.jp/ 

 

 

http://www.alinco.co.jp 

 

  

http://www.nodaishi.com/ozawa.html 

 


